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日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
日
本
支
部
東
北
連
絡
所
の
閉
鎖
に
関
す
る
質
問
主
意
書

六
月
十
五
日
、
脳
死
と
判
定
さ
れ
た
六
歳
未
満
の
男
児
か
ら
の
臓
器
移
植
が
実
施
さ
れ
た
。
十
五
歳
未
満
の
子
ど
も
か
ら
の

脳
死
・
臓
器
移
植
は
平
成
二
十
二
年
に
施
行
さ
れ
た
改
正
臓
器
移
植
法
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
が
、
実
施
さ
れ
る
の
は
今
回

が
二
例
目
で
あ
り
、
よ
り
厳
格
な
脳
死
判
定
手
続
が
求
め
ら
れ
る
六
歳
未
満
の
子
ど
も
か
ら
の
例
と
し
て
は
初
例
と
な
る
。

今
回
の
例
を
可
能
に
し
た
改
正
臓
器
移
植
法
は
、
国
会
に
お
い
て
議
論
を
尽
く
し
、
死
生
観
に
も
か
か
わ
る
案
件
で
あ
る
こ

と
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
会
派
が
党
議
拘
束
を
は
ず
し
た
上
で
採
決
さ
れ
、
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
国
民
を
代
表
す
る
議
員
か
ら

な
る
国
会
は
、
慎
重
に
適
正
な
手
続
を
経
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
臓
器
移
植
を
推
進
す
べ
き
と
の
意
思
を
表
明
し
た
の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
去
る
六
月
四
日
、
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
東
日
本
支
部
東
北
連
絡
所
の
閉
鎖
を
発

表
し
た
。
臓
器
移
植
法
第
十
二
条
に
基
づ
く
国
内
唯
一
の
あ
っ
せ
ん
機
関
と
し
て
臓
器
移
植
に
係
る
連
絡
調
整
等
の
事
業
を
実

施
し
て
い
る
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
そ
の
業
務
拠
点
の
一
つ
を
廃
止
し
た
こ
と
は
、
東
北
の
み
な
ら
ず
我
が
国
の

臓
器
移
植
医
療
を
後
退
さ
せ
か
ね
な
い
措
置
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一



一

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
日
本
支
部
東
北
連
絡
所
廃
止
の
経
緯
・
理
由
及
び
そ
の
正
当
性
・
妥
当
性

�

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
日
本
支
部
東
北
連
絡
所
の
廃
止
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
十
八
日
に
実
施
さ
れ
た
厚

生
労
働
省
の
省
内
事
業
仕
分
け
の
評
決
結
果
を
受
け
て
の
措
置
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
省
内
事
業
仕
分
け
は
ど
の

よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
も
の
か
。
そ
の
評
決
結
果
を
遵
守
す
べ
き
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

�

厚
生
労
働
省
の
省
内
事
業
仕
分
け
の
後
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
日
本
支
部
東
北

連
絡
所
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。
決
定
過
程
、
決
定
機
関
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

厚
生
労
働
省
資
料
に
よ
れ
ば
、
「
省
内
事
業
仕
分
け
は
自
ら
改
革
を
実
施
す
る
た
め
に
、
厚
生
労
働
省
の
事
務
・
事
業

や
所
管
す
る
独
立
行
政
法
人
、
公
益
法
人
等
の
事
業
な
ど
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
公
開
（
一
般
傍
聴
可
）
、
か
つ
、
外
部

の
視
点
を
入
れ
て
、
議
論
を
行
う
」
も
の
で
あ
る
。
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
業
務
の
枢
要
な
部
分
で
あ
る
臓
器

移
植
に
係
る
連
絡
調
整
等
の
事
業
を
実
施
す
る
拠
点
の
一
つ
を
廃
止
す
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
厚
生
労
働
省
の
事
務
・

事
業
の
改
革
に
資
す
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

省
内
事
業
仕
分
け
は
、
改
革
の
名
を
借
り
た
補
助
金
切
り
の
た
め
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
。
省
内

事
業
仕
分
け
の
評
決
結
果
を
受
け
た
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
日
本
支
部
東
北
連
絡
所
の
廃
止
措
置
に
よ
っ
て
、

二



日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
補
助
金
を
削
減
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。
削
減
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
金
額
は

い
く
ら
か
、
示
さ
れ
た
い
。

�

省
内
事
業
仕
分
け
に
お
け
る
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
議
論
で
は
、
臓
器
移
植
医
療
の
重
要
性
や
そ

の
実
施
・
推
進
に
当
た
っ
て
の
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
位
置
付
け
は
、
評
価
・
検
討
さ
れ
た
の
か
。
日
本
臓
器

移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
補
助
金
の
削
減
は
、
臓
器
移
植
の
推
進
に
対
す
る
政
府
の
関
与
を
弱
め
よ
う
と
の
判
断
に

よ
る
も
の
か
。

�

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
日
本
支
部
東
北
連
絡
所
の
廃
止
に
よ
り
、
東
北
地
方
に
専
従
す
る
移
植
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
不
在
と
な
る
。
今
後
は
東
京
か
ら
の
派
遣
で
対
応
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
深
夜
な
ど
新
幹
線
が
使
え
な

い
時
間
帯
や
緊
急
時
に
お
い
て
、
東
京
か
ら
の
派
遣
で
対
応
可
能
な
の
か
。
ま
た
、
十
五
歳
未
満
の
子
ど
も
の
臓
器
移
植

が
可
能
と
な
り
、
家
族
に
対
す
る
時
間
を
か
け
た
説
明
や
数
年
に
わ
た
る
精
神
的
な
ケ
ア
な
ど
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
業
務
は
増
大
し
て
い
る
。
東
北
地
方
に
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
せ
ず
に
適
正
な
業
務
水
準
を
維
持
で
き
る
の

か
。

二

臓
器
移
植
を
推
進
す
る
た
め
の
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
の
必
要
性

三



�

臓
器
移
植
の
実
施
に
当
た
っ
て
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
果
た
す
役
割
は
極
め
て
大
き
く
、
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
臓
器
移
植
の
推
進
の
た
め
、
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
の
強
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
そ
の

た
め
に
は
、
事
業
拠
点
の
廃
止
で
は
な
く
、
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
増
員
し
、
事
業
拠
点
を
整
備
増
設
す
る
こ

と
こ
そ
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

�

政
府
は
臓
器
移
植
に
関
す
る
普
及
・
啓
発
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
普
及
・
啓
発
を
行
う
に
あ
た
っ
て
も
、
日
本
臓
器

移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
大
い
に
役
立
つ
存
在
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
人
員
の

増
強
、
事
業
拠
点
の
整
備
増
設
は
、
改
正
臓
器
移
植
法
の
立
法
目
的
に
合
致
す
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

�

政
府
は
臓
器
移
植
に
関
し
て
推
進
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


